
業
側
回
答
の
要
旨
で
は

①
「
石
炭
火
力
老
朽
化
施
設
の

削
減
・
廃
棄
が
国
主
導
で
進
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
で
港
湾
労
働

者
へ
の
雇
用
が
失
わ
れ
る
」
と

の
課
題
に
対
し
て
、
業
側
は
、

非
効
率
火
力
発
電
施
設
の
削
減

政
策
に
よ
り
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
中
央
労

使
で
協
議
の
う
え
、
必
要
に
応

じ
て
関
係
行
政
に
働
き
か
け
る

が
、
ま
ず
は
労
使
政
策
委
員
会

で
議
論
を
深
め
た
い
と
し
て
い

る
が
、
物
事
は
議
論
を
し
て
い

る
間
に
は
る
か
に
早
く
進
ん
で

い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
実
質
的

な
行
動
を
と
る
べ
き
だ
。

②
「
産
別
制
度
賃
金
」
に
つ
い

て
は
、
回
答
を
保
留
。

③
「
標
準
者
賃
金
」
に
つ
い
て

は
、
個
別
で
対
応
と
は
、
す
で

に
あ
る
協
定
を
破
棄
す
る
と
受

け
止
め
ら
れ
て
も
仕
方
が
な

い
。
④
標
準
者
賃
金
の
協
定
書

に
（
株
）
シ
ン
ケ
ン
を
加
え
る

こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
な
い

が
、
個
別
対
応
と
し
た
い
。
す

で
に
（
株
）
シ
ン
ケ
ン
は
、
協

定
に
準
じ
た
対
応
を
し
て
い

る
。
個
別
対
応
で
は
、
（
株
）

シ
ン
ケ
ン
は
、
産
別
協
定
か
ら

離
脱
し
た
い
と
表
明
し
て
い
る

よ
う
な
回
答
だ
。
⑤
個
別
賃
金

引
上
げ
に
つ
い
て
は
「
各
地
区

加
盟
の
会
員
店
社
は
真
摯
に
対

応
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
」
の
回
答
し
た
が
各
個
別
賃

上
げ
が
進
ん
で
い
な
い
。
実
態

を
踏
ま
え
な
い
無
責
任
な
回
答

で
理
解
に
苦
し
む
。

⑥
「
週
休
二
日
制
と
六
五
歳
定

年
の
実
施
」
に
つ
い
て
各
企
業

の
体
力
差
も
あ
り
産
別
で
統
一

的
な
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
回
答
し
て
い
る
。

産
別
協
定
は
、
週
休
二
日
制

は
二
十
年
度
に
履
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
大
き
く
後

退
し
て
い
る
回
答
だ
。

紙
面
の
都
合
上
、
業
側
回
答

の
詳
細
を
載
せ
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
業
側

回
答
は
、
組
合
側
要
求
に
対
し

て
真
摯
に
対
応
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
次
回
第
三
団
交
で

大
幅
な
修
正
が
な
い
限
り
、
中

央
団
交
は
前
に
進
む
こ
と
は
な

い
。

三
月
九
日
、
芝
浦
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）
に
お
い
て
第
二
回
中
央
港
湾
団
交
が
行
わ

れ
、
組
合
側
か
ら
の
要
求
書
に
対
す
る
業
側
回
答
を
求
め
た
。

回
答
は
、
産
別
賃
金
制
度
に
つ
い
て
は
保
留
で
各
課
題
で
は
お
お
む
ね
各
社
個
別
対
応
と
し

た
い
と
し
た
。
各
個
別
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
ゼ
ロ
回
答
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
会
員
店
社
は
、
真

摯
に
対
応
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
」
と
現
実
離
れ
し
た
回
答
で
あ
っ
た
。

組
合
側
は
「
要
求
提
出
か
ら
三
週
間
あ
っ
た
の
に
こ
の
回
答
で
は
不
満
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
し
組
合
側
の
反
論
と
主
張
を
強
く
行
っ
た
。

三
月
二
四
日
一
三
時
三
十
分

か
ら
芝
浦
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
東
京
）
に
お
い
て
第
三
回
中

央
港
湾
団
交
が
開
催
さ
れ
た
。

組
合
側
は
、
業
側
よ
り
第
二

回
団
交
に
出
さ
れ
た
回
答
の
修

正
を
求
め
た
。

修
正
回
答
の
要
旨
は
、
次
の

通
り
だ
っ
た
。

①
適
正
料
金
収
受
と
認
可
料
金

制
復
活
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
等
を
設
置
し
て
具
体

的
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
す

る
。②
石
炭
火
力
発
電
問
題
は
、

緊
急
性
が
あ
る
が
、対
象
施
設
、

政
策
の
全
体
像
も
明
ら
か
で
な

い
の
で
各
事
業
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
た
う
え
で
必
要

に
応
じ
た
関
係
行
政
に
働
き
か

け
を
行
い
た
い
。
③
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
よ
り
従
業
員
が
休

業
し
場
合
、
会
員
各
店
社
は
賃

金
カ
ッ
ト
し
な
い
よ
う
最
大
限

努
力
す
る
。
日
港
協
は
、
原
資

確
保
と
し
て
労
災
給
付
等
で
拡

充
す
る
よ
う
労
使
協
調
し
て
必

要
応
じ
て
関
係
行
政
に
働
き
か

け
る
。
④
標
準
者
賃
金
の
定
義

と
対
象
と
な
る
手
当
に
つ
い
て

検
数
・
検
定
小
委
員
会
を
開
催

⑤
（
株
）
シ
ン
ケ
ン
を
検
数
・

検
定
の
標
準
者
賃
金
協
定
に
加

え
る
。
⑥
Ａ
Ｉ
化
荷
役
機
器
の

遠
隔
操
作
等
雇
用
に
影
響
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
最
大
限
の
配
慮

し
、
労
使
確
認
が
必
要
と
考
え

る
。
⑦
指
定
事
業
体
問
題
で
、

検
数
・
検
定
小
委
員
会
を
開
催

し
て
問
題
解
決
を
促
進
す
る
。

組
合
側
は
、
前
回
回
答
よ
り

前
進
あ
る
回
答
が
あ
っ
た
が
、

よ
り
明
確
に
方
向
性
を
出
す
こ

と
と
今
春
闘
で
解
決
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
、
例
え

ば
関
連
職
種
の
労
働
条
件
向

上
、
指
定
事
業
体
問
題
な
ど
こ

れ
ら
は
、
次
回
団
交
を
開
催
す

る
前
に
各
小
委
員
会
を
開
催
し

て
中
央
団
交
の
場
で
解
決
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。

労
災
企
業
補
償
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
安
全
専
門
委
員
会
で

結
論
が
出
な
い
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
。
ア
イ
デ
ア
が
な
い
の
な

ら
労
使
政
策
委
員
会
に
差
し
戻

し
て
議
論
し
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

こ
れ
ま
で
苦
し
い
と
言
い
な

が
ら
各
個
別
賃
上
げ
を
行
っ
て

き
て
い
る
の
に
今
年
は
ゼ
ロ
回

答
、
コ
ロ
ナ
禍
で
頑
張
っ
て
い

る
組
合
員
に
応
え
る
た
め
に
も

関
係
各
社
が
協
力
す
る
こ
と
が

必
要
だ
、
な
ど
の
反
論
と
主
張

を
行
っ
た
。

業
側
は
出
来
る
こ
と
と
で
き

な
い
こ
と
あ
る
が
、
修
正
回
答

し
た
い
と
し
、
次
回
交
渉
日
程

は
、
団
交
出
席
者
の
増
員
要
請

や
小
委
員
会
開
催
な
ど
で
検
討

す
る
課
題
が
あ
る
の
で
事
務
局

間
で
調
整
し
て
日
程
を
決
め
た

い
と
し
た
。

組
合
側
は
、
そ
れ
を
了
承
し

て
団
交
を
終
了
し
た
。
次
回
日

程
は
未
定
。

全
国
港
湾
と
港
運
同
盟
は
、

三
月
十
七
日
（
水
）
か
ら
十
八

日
（
木
）
に
か
け
て
二
一
港
湾

産
別
春
闘
の
一
環
と
し
て
、
中

央
行
動
を
常
任
中
央
執
行
委

員
、
京
浜
在
住
中
央
執
行
委
員

な
ら
び
に
各
地
区
港
湾
代
表
の

参
加
で
実
施
し
た
。

行
動
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
検
討
し
た
結
果
、
行

政
申
し
入
れ
と
ユ
ー
ザ
ー
要

請
、
及
び
政
党
と
の
懇
談
会
を

行
な
う
事
を
決
定
し
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。

政
党
と
の
懇
談
会
は
、
四
役

及
び
各
単
組
委
員
長
、
書
記
長

が
、
三
月
十
七
日
（
水
）
の
十

一
時
か
ら
国
民
民
主
党
、
十
一

時
四
十
五
分
か
ら
立
憲
民
主

党
、
そ
の
後
、
日
本
共
産
党
、

社
民
党
へ
の
港
湾
政
策
に
つ
い

て
、
会
期
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

多
く
の
議
員
の
方
々
に
ご
出
席

頂
き
、
懇
談
会
を
行
っ
た
。

行
政
申
し
入
れ
と
ユ
ー
ザ
ー

要
請
は
、
三
月
十
七
日
十
三
時

三
十
分
か
ら
国
土
交
通
省
、
場

所
を
変
え
ず
に
十
五
時
三
十
分

か
ら
厚
生
労
働
省
に
、
参
加
者

全
員
が
申
入
れ
に
臨
み
回
答
を

行
う
よ
う
求
め
た
。

そ
の
他
は
翌
日
の
三
月
十
八

日
（
木
）
実
施
と
し
て
、
十
一

時
か
ら
消
防
庁
、
十
三
時
三
十

分
か
ら
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、

同
場
所
で
十
四
時
三
十
分
か
ら

経
済
産
業
省
、
十
三
時
三
十
分

か
ら
外
国
船
舶
協
会
、
十
六
時

か
ら
日
本
貿
易
会
へ
、
常
任
中

央
執
行
委
員
が
手
分
け
を
し
、

申
し
入
れ
と
要
請
行
動
に
お
も

む
い
た
。

取
り
組
み
の
結
果
、
国
土
交

通
省
と
厚
生
労
働
省
は
、
予
め

回
答
を
用
意
し
て
お
り
、
基
本

的
な
回
答
を
提
示
し
た
。
そ
の

他
申
入
れ
に
付
い
て
は
、
昨
秋

の
回
答
と
変
わ
ら
な
い
回
答
で

あ
っ
た
。

今
行
動
に
つ
い
て
は
、
広
く

多
く
の
方
々
に
、
港
湾
政
策
に

つ
い
て
発
信
し
て
い
く
事
に
関

し
、有
意
義
な
行
動
で
あ
っ
た
。

社
会
福
祉
施

設
の
看
護
師
に

対
し
て
『
日
雇

い
派
遣
』
が
四

月
か
ら
認
め
ら

れ
る
▼
厚
生
労

働
省
の
定
義
で

は
、
一
日
毎
の
雇
用
、
も
し
く

は
三
十
日
以
下
の
雇
用
期
間
で

労
働
者
を
派
遣
す
る
事
業
の
こ

と
だ
。
た
だ
で
さ
え
雇
用
が
不

安
定
な
派
遣
労
働
に
、
『
日
雇

い
』と
い
う
要
素
が
加
わ
り
、究

極
の
不
安
定
と
い
わ
れ
る
。
労

災
事
故
が
多
く
、
不
明
朗
な
資

金
控
除
や
、
派
遣
会
社
の
取
り

分
が
派
遣
料
の
四
〜
五
割
と
も

い
わ
れ
る
高
い
マ
ー
ジ
ン
率
が

社
会
問
題
と
な
り
、
民
主
党
政

権
時
に
原
則
禁
止
に
な
っ
た
▼

今
回
、
解
禁
に
な
っ
た
背
景
に

は
、
二
〇
一
二
年
の
第
二
次
安

倍
政
権
以
降
、
派
遣
の
解
禁
は

人
材
ビ
ジ
ネ
ス
業
界
の
強
い
要

望
で
あ
っ
た
が
、
世
論
の
反
対

が
強
く
、
全
面
解
禁
に
踏
み
出

せ
な
か
っ
た
。し
か
し
、看
護
師

の
『
人
手
不
足
』
を
理
由
に
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
る
看
護
師
の

日
雇
い
派
遣
を
、
社
会
福
祉
施

設
に
限
り
解
禁
す
る
と
し
た
も

の
だ
▼
医
療
や
介
護
の
現
場
は

様
々
な
職
種
の
人
が
チ
ー
ム
で

利
用
者
の
命
や
健
康
を
守
っ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、『
超

短
期
』
の
看
護
師
が
来
て
も
、

十
分
な
意
思
疎
通
が
出
来
な
い

こ
と
や
、
技
能
が
不
足
し
て
い

た
り
し
て
、
混
乱
を
招
き
か
ね

な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
厚

生
労
働
省
の
審
議
会
で
は
日
本

看
護
協
会
や
障
が
い
者
団
体
、

老
人
福
祉
施
設
協
議
会
が
強
い

懸
念
を
示
し
て
い
た
。
人
の
命

よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
益
を
優
先

す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
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